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言葉を話す者、言葉を使う者で、知識を持たない者はいない。 
仕事をしている者で、専門性を持たない者はいない。ただ、認識していないだけである。 

知識群の認識 

業務目的の認識 

個人目的の認識 

価
値
観
の
類
似 

社会状況の認識 

新規業務への挑戦 専門性の構築 

準専門性の構築 

認識のための知識 
意味を探す。言葉を探す。
意味のつながり、言葉の
つながりを見出す。意味
が行動を具体化する。 

知識資産の認識 

知識革命は、知識が知識に影響し、知識活用を先鋭化させた社会全体での革命になる。 
知識活用革命は、個人に対して、組織に対して、知識の最大活用を促し、個人または組織の革新を促す。 

自己 認識 

関係 

構造 

形態 

機能 

伝達 

人間 

思考 

価値 

市場 

社会 

組織 

知識 

業務の質が向上 

俯瞰要因が増大 

新事業機会の発見 

分析対象 
知覚対象 

不足満足の発見 

思考・企画力の拡充 

成果の 
質と 
深さの 
拡大 

 
成果の 
連続性 

４つの理解
すべき項目 

など 

自らの知識が有効に活かさ
れるのは、外部を認識して
始まる。 
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